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「工場・事業場型」における『先進設備・システム』公開用概要書
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製品・システムの概要

先進性についての説明

保守・メンテナンス等の年間ランニング費用 7,500,000

工場・事業場当たりの想定省エネ率 12.7

導入事例における費用対効果（年間）

500,000,000１台又は１式当たりの想定導入価格（参考）

14.0設備・システム当たりの想定省エネ率

https://www.tanaka-iron-works.com/

導入事例の省エネ量（原油換算：kl）

田中鉄工株式会社

非化石化を推進する省エネアスファルトプラント(1ノズルバーナ式)

佐賀県三養基郡基山町小倉６２９番地７

アスファルト合材の製造

TAP-○〇■■S+TRD-△△DS－◇◇+ST-×××+▼▼▼Ｓ
(○○はＶドライヤ、■■はミキサ、△△はＲドライヤの能力、×××と▼▼▼にはサイロ容量を示す数値、◇◇はＲドライヤの設置方式を示す)

エネルギー負荷設備(本体設備)

https://www.tanaka-iron-works.com/product/

アスファルト合材工場におけるエネルギー消費の約90％を占める
アスファルトプラントにおいて特にエネルギーの消費が大きい
骨材の乾燥・加熱に関わるプロセスに最新の技術（フォームドアスファルト装置）と
装置（高効率ドライヤシステム）と制御（スーパーマルチ排ガス制御）を用い
省エネ化を進め、化石燃料と非化石燃料の混焼を行うことで、
工場全体の省エネ率+非化石割合増加率=35％以上を実現し、
アスファルト合材製造におけるカーボンニュートラルに大きく貢献する。

導入可能な主な業種・分野

連絡先

田中鉄工株式会社　ＧＸ推進室　神谷
代表TEL：0942-92-3121
Email：i-kamiya@tanaka-iron-works.com

導入対象となる分野・プロセス

68.1

1.3

アスファルト合材製造で最も大きなエネルギーを消費する骨材の乾燥・加熱に関わるプロセス
で
省エネ化を図り、混焼システムにより非化石燃料への大幅な転換を行う。

①アスファルト合材温度を低減する「フォームドアスファルト装置」
②ドライヤ効率を常に最適な状態に保つ「スーパーマルチ排ガス制御」
③骨材加熱のプロセスを改善した「高効率ドライヤシステム」
④非化石燃料へ大幅な燃料転換を行う「非化石燃料混焼システム」

D.建設業 E.製造業



製品・システムの概要・イメージ図

導入事例の概要・イメージ図

業種・分野
アスファルト合材

工場
対象設備・プロセス アスファルト合材の製造

+

コンプレッサ

R材ビン

サージビン

R材ノックアウトボックス

R材ドライヤ

R材コールドエレベータ

R材バーナ

バグフィルタ

V材ドライヤ

ミキサ

振動篩石粉サイロ

化石燃料

排煙ダクト

スキップバケット

フォームド装置

水タンク

ホットエレベータ

アスファルトタンク

下部トロリ

ホットビン

動力盤

ノックアウトボックス コールドビン

添加剤タンク

計量器

合材サイロ

非化石燃料

混合器

排風機

R材計量トロリ

ウインチ V材バーナ

アスファルトプラントフローシート

GX-スマートAP-Ⅰ


